
この企業の製品と繋がる履修科目

【機械系科目】

精密加工学 〉〉〉 繋がる理由

ベアリングは、ベアリング内ボール(転動体）を安定した動作(回転）状態に

する為、表面の凹凸差は１万分の1以下にしなければなりません。ベアリン

グは多くの乗り物の車輪やモーターの軸受けなどに使われ、動作の不具合は

人の命に関わりますので一般の製品以上の高い精度加工が必要になります。

精密加工学で学ぶ金型で両側から圧縮してボール状にするときに発生するギ

ザギザの出っ張り(バリ）を取り除く時の切削加工技術、形状を真円に近づけ

る為の粗研磨、精研磨技術、表面をツルツルにするためのラッピング加工技

術等の知識が役立ちます。

機械製図 〉〉〉 繋がる理由

ベアリングは、医用分野での診断装置（CTスキャナやMRI）の可動部軸受け

に用いられ、人の命に関わっていますので、動作不具合は許されず、一般の

製品以上の高い部品精度が必要になります。部品精度を高める根本は製図作

成からで、機械製図で学ぶ部品規格、公差を如何にミスなくわかり易く図面

に盛り込む為のCADのスキルが役立ちます。また、設計検証において性能、

機能シミュレーションが必要ですのでCAE（コンピュータを用いた解析）の

知識が役立ちます。

材料力学 〉〉〉 繋がる理由

ベアリングは、使われている機械の重さや動きによって様々な方向からかか

る力を考慮した材料選定を行わなければいけません。高い剛性(力が加わって

も変形が少ない性能）や長期間使用に耐えうる耐久性が求められます。高剛

性、高耐久性実現の為には材料力学で学ぶ、許容応力(応力：部材の外部から

加わる力に対する部材内部に働く抵抗力）や安全率(設計マージン）、軸歪分

析、経時変化率などの知識が役立ちます。

トライポロジー 〉〉〉 繋がる理由

ベアリングは、回転軸とボール（転動体）の接触面にかかる摩擦を如何に軽

減するかによって性能が左右されます。接触面の摩擦係数の制御、摩耗や表

面損傷の防止、騒音や振動の低減を実現する為、トライポロジーで学ぶ材料

特性、運動状態、接触状態、雰囲気、潤滑油の状態などが摩擦に与える影響

の知識が役立ちます。
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【電気系科目】

電子回路 〉〉〉 繋がる理由

ベアリングは、回転性能の安定化の為ボール(転動体）のサイズを１個1個セ

ンサーで測定し、サイズを均一化した状態で組み込みます。またカメラで画

像を取り込み、組み込み時のキズ、変形などを画像処理によってチェックし

ています。センサー、カメラからのアナログ信号をデジタル値に変換し(A/D

変換)、デジタル信号処理によりソフトウェアで数値的に計算して処理し、プ

ログラミングに組み込まれます。電子回路の一連の制御システム、デジタル

信号処理の知識が役立ちます。

【情報系科目】

金属工学 〉〉〉 繋がる理由

ベアリングは、乗り物などの回転軸受けで使用され、運動性能に影響を与え

る部分ですので、安全性の確保の為素材である金属組織の安定化がが求めら

れます。金属材料に応じた適切な作り方が重要で、金属工学で学ぶ状態変化

や組成の知識、溶解プロセスの知識が役立ちます。

統計学 〉〉〉 繋がる理由

ベアリングは、その用途によって様々な環境での使用を想定しなければなり

ません。例えばジェットエンジン内では200度以上の中１万回/分の回転に耐

えること、風力発電の羽回転では重さ２ｔの重さに耐えスムーズな回転を維

持する事など過酷な条件での使用が求められ、その製品の出来栄え、完成度

を評価する為様々なデータを測定が必要となります。測定データの評価、解

析で統計学で学ぶデータの水準、母集団の定義、確率、推定の思考、実験計

画的手法の知識が役立ちます。
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この企業のポイント

●

●

●

製品はここで使われています！

ベアリング、ボールねじは身近な様々なものに使われています 

〇乗り物・交通機関

　　・飛行機：ジェットエンジン部

　　・船舶　：エンジンスクリュー部

　　・自動車：パワーステアリング部

　　・ゴンドラリフト：滑車部

　　・電動アシスト自転車：モーター部

〇街中、家庭内の設備

　　・自動改札機：切符受け入れ、排出口の切符搬送部

　　・エアコン、洗濯機：モーター軸受け部

　　・自転車：車輪軸受け部

　　・玩具：ラジコン、ベーゴマ等回転部

　　・病院：CTスキャナやMRI等医療機器や電動ベッドの可動部

産業機械事業（産業機械軸受、精機製品）と自動車事業（自動車軸受、自動車部品）の二つの事業で生産、

販売、技術が一体となり事業軸を強化

外径約2㎜の小さな軸受から、風力発電機などに用いる外径2m以上の超大形軸受まで、約20万種類の軸受を

ラインナップし、あらゆる産業に供給。

百万分の１メートル単位から十億分の１メートル単位の加工精度が求められる工作機械で、多くのＮＳＫ製

品が活躍
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